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謡 EO1490J 



MADE IN CHINA 


※本体の型式番号 rE01490JJ の後に続くハイフン 
およびアルフアベットは、色番号を表ずものでず。 


保証書付 


このたびは、デ□ンギスフオルナトゥットコンべクシヨンオーブン E 01 490 J をおホめ 
いたださ、誠にありがとラございました。本製品を正しく安全にお使いいただくために、 
ご使用前に、必ずこの取扱説明書を最後までお読みください。 

お読みになった後は、保証書(裏表紙）と共に大切に保管してください。 
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本巧的なオーブン料理を、ご家庭で 


コンべクシヨンオーブン調理ス□—ベーク調理 



上下ヒーター+フアンに より、食材を柔 

らかく包み込むように焼さ上げます。 

肉、ピヴ、ケーキ、パンなどに適してい 
よ9 0 


下ヒーターのみで 加熱します。 

ゆっくりと熱を通すテ1」ーヌやプリ 
ン、 角煮.煮魚などの調理に適 
しています。また、ピヴの 
仕上げに使い、よりクリス 
ピーに仕上げることをでさ 
よ9 0 


上下ヒーター による本格 

的なオーブン調理（蒸 
し焼さ）び楽しめます。 
野菜や魚など、しっと 
り仕上げたいお料理に 
適しています。 


上 ヒーター のみで 加 

熱します。 

グラタンや八ンバー 
グ、ソーセージなどを 
香ばしく焼さ上げます。 


フアンのみで 「自然解凍」します。 
※電モレンジ機能ではありません。 


コンべクシヨンオーブンで、本格的な才ーブン斜理を手軽に！ 



コンべクシヨンとは「強制対 
流」のこと。 

デ□ンギコンべクシヨン 
オーブンは、フアンで熱風を 
対流させながら、庫内の温度 
を一定に保ち、熱風で包み込 
むよラにムラなく焼を上げ 
よ9 〇 

家庭料理から一流シ I フの 
作るよラな本格的なお料理 
まで、幅広< お楽しみいただ 
けます。 







































本製品の特長/ピザス I ンについて/初めてお使いになる前に 


ピザス!-ーン(付属) 


デ□ンギコンべクシヨンオーブンに 
は、粘±を] 300むの高温で焼さ上 
げたピヴストーンび付属されていま 
す。温度変化に強<、直径 30 cm の 
ピヴを丸ごと乗せて焼くことびでさ 
る丸型タイプです。 

余分な水分や油分をほどよく吸収し、 
石蓋で焼さ上げたよラなパ1」ッとし 
たピヴび楽しめます。 



ク U スピーなピヴを、ご家庭でお楽 
しみ < ださい。 


•• •ま 全設計 

ドア部のガラスやが装部を二重 
にし、表面温度の低減を実現しま 
した。 

•庫 内容 量 14 L の本格派 

コンパクトなびら、余裕の14し 
ボリュームのある食材わ調理で 
さます。 

• エナメ J レ加工の庫内とトレイ 

庫内には耐义性に優れたエナメル 
加工を採用。お手入れも簡単です。 

•再 資源化システム付き 

ご不用時の回収をまむの再資源 
化システムび付いています。 


初めてお使いになる前に1 


本製品をお使いになる前に、においを抜くため、 
必ず空焼さを行ってください。 


空おさ化行つ刖に 

「安全上のごを意」 （3 〜日ページ)をお読みください。 

V,_ 

Q 必ず換気しながら 行ってください。 


a 本体および庫内か5個包巧やテー 
プ類をずベて取り除く 

a 壁面のコンセントにプラグを直接 
差し込む 

a 温度ツマミを24日 ° C に、調理ツマミ 
を □ (才ープン調理）に台わせる 




rri タイマーを20分!;^上に設定して、 
BI 加熱する 

タイマーをセットすると、自動的に電源び 
入ります。 


※必ず換気しなびら行ってください。 



加熱が終了した5、プラグを巧く 


※煙やにおいび発生ずることびあ0まずび、これはヒーターに付 
着したごみなどび燃えるためで、空焼きをずるとなくなりまず。 
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巧を上のご注意 各を意事項を、必ずお守り<ださい。 


1 . ご使用の前に、必ずこの「安全上のごを意」を最後までお読みください。 

2 . ここに示したを意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への損害を未然に 
防止するちのでず。 

3. ミ主意事項は、誤った取り扱いで生じることび想定される内容を、その危害や損害および切迫の度合い 
により、「警告」「ミ主意」の2つに分け、明示しています。 


A 警告 

この表おの欄は、「死 t または重傷などを負ラ可能 
性が想定される」内容でず。 


A 注意 

この表おの欄は、「傷害を負ラ可能性または物的損 
害のみび発生ずる可能性び想定される」内容でず。 


4. 各ミ主意事項には、「禁止」または「強制」を促す絵表示び付いています。 


'この絵表示は、してはいけない「禁止」内容でず。 

この給表示は、おず実化ていただく「強制 J 内容でず。' 

:禁止题):接触禁止續):水めれ禁止 

⑩:胃 ± 雜胃:謂為為 - S 

指示を守る 

電源プラグを巧く 

J 



警告 


電源/コンセントについて 


〇 


電源は交流 100 V (已 □/ 日 OHz ) で ri 已 A 
12已 V 」と記されている壁面のコンセントに 
直接差し込む 

火災 • 感電の原因。 



Q 


15A125V 


取り付けの悪いコンセントは絶対に使わない 

感電や発熱のおそれ。 



〇 


コンセントは本製品だけ逆嫩で使用する 

発火の原因。 

コンセントの差込み□び2つある場合には片方 
の差込み口を使用しないで < ださい。 



す 


獲) 

(§) 


0 


延長コードやテーブルタップ、ソケットなど 
は絶対に使用しない 

発乂の原因。 

コンセントや電源プラグ/電源コードび異常発熱 
します。 


電源プラグ/電源コードについて 


〇 


電源プラグやコンセントに付着してし巧ホコ 
U やゴ5は、定期的に取り除く 

火災の原因。 





濡れた手で電源プラグを抜さ差ししない 

感電 • けびの原因。 
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安を上のごま意 



运 


〇 

0 


電源プラグ/電源コードが異常発熱してい 
る場合は、電源を切り、電源プラグをコンセ 
ントか5抜く 

ショートによる発火の原因。 

使用中に、電源プラグ/電源コードび異常に熱 
くなる場合は、直ちに電源を切り、お巧めの販 
売店または当社サービスセンター （2 日ページ 
参照）に相談して<ださい。 

電源プラグは、根元までしっかりと差し込む 

感電 • ショート • 発煙 • 発火のおそれ。 

動作中に電源プラグを抜さ差ししない 

感電•火災 • 故障の原因。 


電源プラグ/電源コードについて 

0 


0 


電源コードは破損したまま使用しない。ま 
た、電源コードを傷つけない（加工する • 
無理に曲げる • 引っ張る•ねじる • 束ねる- 
重い物を載せる • 挟み込むなど） 

感電 • 乂災の原因。 

電源コードび破損して 
いる場合はお巧めの販 
売店または当社サービ^ 

スセンターに日ぺージ参照)にホ目談してください。 

使用の際は、電源コードがをってち束ねない 

発火の原因。 

熱の逃げ場びな<なって高温とな0、発火の原 
因となりまず。 



づ 

戀、 


曇 

( _ ) 

聞， 


〇 


⑩ 


使用前にドアが損傷していなし佩確認する 

けび•故障の原因。 

本製品を箱から取り出したらずクこドアび損傷し 
ていないか確認して < ださい。ひび割れていた0、 
傷び入っている場合にはお巧めの販売店または 
当社サービスセンター （2 日ページ参照）にホ目 
談してください。 

自分で絶対に分解 • 修理-改造は行わない 

故障 • 発火の原因。 


使用中/使用後について 

0 



を 


〇 


オーブンのドアにひびが入ったり、割れてし 
まった場合は、直ちに電源を切ってコンセン 
卜か5電源プラグを抜く 

感電 • けびの原因。 

お巧めの販売店または当社サービスセンター 
に日ぺージ参照）まで連絡してください。 

異常が生じた場合は、使用を中止する 

事故•けび•故障の原因。 

万一、異常び生じた場合は、直ちに電源を切0、 
電源プラグをコンセントから抜さ、お巧めの販売 
店または当社サービスセンター (26 ページ参 
照）まで連絡して<ださい。 


過熱を避けるため、本体や部品をアルミホ 
イルで覆わない 

乂災の原因。 


Q 

0 

0 

0 

0 


使用中に、本体を覆ったり可燃物に接触さ 
せない 

乂災の原因。 

トレイに油のみを入れて使用しない 

火災の原因。 

カーテンや熱に弱いちのなど燃えやすいち 
のの近 < で使用しない 

火災の原因。 

スプレー宙などを本体の近 < に置かない 

破裂 • 火災の原因。 

子供だけで使わせたり、幼児の手が届<と 
ころで使用しない 

やけど•感電•けびの原因。 
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お手入れについて 

本体のお手入れは、電源プラグをコンセントか5抜さ、 

冷めてか日行ぅ 一 

やけど • 感電 • けびの原因。 

巧 

麻 

.0^1 

、 

J 



♦ 、 ■ * ■ 
江局 


〇 

〇 


〇 


電源について 

ブレーカーが落ちる場合には、電力会社に連絡する 

使用中にブレーカー(分電盤内の回路遮断器）び落ちる場合には、電力会社に連絡ずる。 

電源プラグ/電源コードについて 


寺 

ク 

ろ 




C 


電源プラグを抜くとさは、電源コードを持た 
ず、必ず電源プラグを持って抜< 

感電 • ショートのおそれ0 


0 


使用中は、電源コードを本体に触れさせない 

感電•シヨートの原因。 

熱で電源コードげ傷みます。 


設置場所について 


壁との間をあける 

過熱による発火の原因。 

各地の火災予防条例に従って設置して < ださい。 
消防法設置基準適合は左ち已 cm LU 上、後ろ 
lOcmL ソ上、上部 20 cm L ソ上でず。調理物の 
油や蒸気で壁びちれる、結露ずる恐れびある場 
合は、指定値 L ソ上の距離を確保してください。 
また、窓ガラスとの距離は 20 cm LU 上空けてく 


0 

€ 

运 

〇 



〇 


Q 


耐熱性、耐荷重 （1 已 k 旨）のある、しっか 
り固定された平5な場所に置く 

火災•変形•落下•故障の原因。 

火災やテーブル、敷物の変色•変形の原因とな 
りまず。たたみ、じゅうたん、テーブルク□スな 
どの敷物、プラスチック製の燃えやずい素材の 
家具の上で使用しないで < ださい。 

本体の上に物を置かない 

火災- 変形の原因。 


水道や熱源の近く、屋外や湿気のをい場所ほ G 屋)、 

特殊な環境（流化ガスの発生する場所、塩害などのおそれのある場所）で使用しない 

使用中/使用後について 


長期間使用しない場合は、必ず電源プラグ 
を抜く 

絶縁劣化による感電 • 漏電 • 火災の原因。 

使用後はスイッチを切り、必ずプラグをコン 
セントか5抜く 

絶縁劣化による感電 • 漏電 • 火災の原因。 

本体び転倒 • 落下したとをには、使用せず、 
点検を依頼する 

火災 • 感電の原因。 

万一、本体び転倒•落下してしまった場合は、直ち 
に電源を切り、おボめの販売店または当社サービ 
スセンターに日ぺージ参照)まで連絡してください。 


〇 

〇 

〇 


使用中または使用直後のラックやトレイ、耐 
熱容器の出し入れは、ミトンやグ IJ ップなど 
を使い、必ず両手で行ラ 

やけどの原因。 

使用する前に、付属品を水洗いする 

使用中は、庫内を時々確認する 

発乂の原因。 

特に燃えやずいちの（ノ（ンなど）を調理ずるとき 
は、絶対にそばを離れずに仕上びりを見なびら 
調理して < ださい。 
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安を上のごま意 



使用中/使用後について 



〇 

〇 

〇 

0 


〇 

〇 

〇 



本体や操作部に水やジュースを口まさない 

万一、こぼしてしまった場合は、直ちに電源を切 
り、使用を中止ずる。その後、お巧めの販売店 
または当社サービスセンター （2 日ページ参照) 
まで連絡して < ださい。 

シヨート • 感電の原因。 

ドア、が面、およびヒーター（内部電熱ヒー 
ター）などは熱<なるので注意する 

やけどの原因。 

耐熱容器を使用する 

発火の原因。 

プラスチック製などの熱に弱い容器やラップ等の 
耐熱性でない素材は絶対に庫内に入れないでく 
ださい。 

調理後、加熱されたピザス!-ーンは大変熱 
いので、必ず冷めてか5触れる 

やけどの原因。 

開いたドアの上に重いちのを載せない 

開し化状態のドアに重いものや、才ーブンから取 
り出したばかりの熱し)耐熱容器やトレイを絶対に載 
せないでください。 

また、ドア取っ手を下向きに引っ張るなどして、ドア 
Iこ必要 LU 上の力をかけないでください。 



停止後もしば5 くの剧まドア取っ手や操作ツ 
7ミじ(州こは触れない 

やけど•けびの原因。 

本体上部および背面は非常に熱<な0、停止後 
もしばらくの間は熱くなってしぶため、触らない 
でください。 

Q 調理中に庫内で食品が燃えたとき、または炭 
化してし、ると思えるときは、ドアを開けない 

ドアを勵ブると酸素び入り、勢しなく燃えまず。ド 
アを閉めたままタイマーを OFF にし電源プラグ 
を抜志本体から燃えやずいものを遠ざけて鎮乂 
を待ちます。そのまま使わずに必ず、お巧めの販 
売店または当社サービスセンター （2 日ページ参 
勵まで連絡してください。 

Q 調理けがの目的に使用しない 

乂災の原因。 

Q 使用中は、通気用ス U ットをふさがない 

乂災の原因。 

Q ドアを勢いよく開け閉めしたり、日口いたりし 
ない 

故障の原因。 

0 本体が熱いうちに、冷たい液体をドアにか 
けない 

破損 • 故障の原因。 

0 庫内口が切れた状態では使用しない 

やけど•故障の原因。 

Q 使用中は、絶対に本体を移動しない 

やけど•故障の原因。 



お手入れについて 


庫内打の交換は庫内が十分;令めてか5行ラ 

やけど•感電•けびの原因。 

庫内壁はエナメル加工が施してあるため、 
傷つけないよラにま意する 

破損-塗装はびれの原因。 

通気用ス U ットのホコリは、乾いた巧でおさ 
取る 

故障 • 感電の原因。 

本体や電源プラグ/電源コードを水に浸した 



〇 洗剤は、必ず台所用洗剤を使用する 

破損 • 故障の原因。 

研磨剤入り洗剤やクレンヴ ー、 漂白剤、スプレ 
一洗剤などは使用しないでください。またガラ 
ス磨き、シンナー、アルコール、ワイヤーウー 
ル、金ブラシ、たわし、研磨スポンジなどは使 
用しないで < ださい。 



使用後は必ずお手入れをして < ださい 
(22 ぺージ参照） 

発煙 • 発火 • 故障の原因。 

庫内やドアに油 • 食品カスなど付けたままで放置 
した状態で加熱ずると発煙 • 発火の原因となり 


まず。 


ろ 






























各部のを称とはたらき 

r 本体;） 


•上 ヒータ 



> 通気用ス IJ ッ 

A ま意 

調理中は、ふさびない 
で < ださい。 

•操作部 

(次ページ参照） 


上段溝 

下段溝 
ドア取っ手 


•電源 プラグ 
電源コード 

("付属品つ 

•オイ ルプレート 

(エナメル加工） 

肉などの調理に使用しま 
す。巧から脂び落ちるの 
で、必ず下にトレイを置 
いて < ださい。 

• トレイ （2 枚） 

(エナメル加工） 

深さ 2 cm と 4 cm のトレ 
イです。 


ドア(耐熱ガラス） 


くず受け 盧脱式) 


開相時にはセツトされていません。 
調理の際は、必ずセットしてください。 


• ワイヤーラック 

(2 種類） 

• ピザス I ン 

ピヴ焼さ用のレンガです。 
(2 ページ、10ページ参照) 


•グ11 ップ 

トレイやワイヤーラックを 
取り出すとさに使います。 



A ま意 

調理中は、さわらないでください。 


くず受けの取りタトし•セツ 



取り出すとさは、本体び;令えてから 
手前に引さ出す。 

セットするとをは、奥まで確実に差 
し込む。 

A ま意 

使用中は、必ずセットしてください。 

必ず庫内の温度び下びってから作 
業を行ってください。やけどの原 
因になります。 


n ピザスト-ン（丸型）型番 PS-C 
おボめ方法 

►お買い上げの 販売店または当社オン 
ラインショップでお求めください。 
オンラインショップ URL 
► http :// shop - casa - clelonghi . com / 
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さ部の名称とはた 5 さ 


0 桑作 部） 


•温度ツマミ 

調理温度を設定します。 

調理中はサーモスタツトび働を、 
設定した調 i 里温度を一定に保ち 
ます。 


• タイマー 

(オン/オフスイッチ兼用） 

調巧時間を設定します。 
•タイマーを回すと、自動的に 
スイッチび入ります。 
•設定した時間び経過すると、 
自動的に電源び切れます。 
•電源を切る場合には、反時計 
回りに回しての」に戻します。 


•調理ツマミ 

調理の種類を選択します。 
(1] 〜 ] 2ページ参照） 


阻臟 

国 

□ :オーブン調理 
C 3:グ U ル調理 


:コンべクシヨン 
オーブン調理 


□ 


:ス□-ベーク 



※タイマーはゼンマイ式ですの 
で、数分の誤差び生じる場合 
びあります。 

《20分じ(下にセツトしたい場合 
は、一度30分までタイマー 
を回してから、反時計回りに 
戻してください。 


* ヴーモ ランプ 

庫内の温度び設定した温度に達 
すると、消灯します。 

調 S 中は点灯-消灯を繰り返し 
ます。 
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基本の使いかた 


^ 操作の詳細については、各調理のぺージ^ 
(13-21 ぺージ）をご覧ください 。^ 



a プラグをコンセントに直接差 
し込む 

根元までしっかりと入れてください。 


延長コードやソケット、テーブルタップ 
などは使用しないでください。 


a 調理ツマミを合わせる 

調理に応じた位置に合わせます。 
旧ページ参照） 


a ワイヤーラックをセツトする 

※必要に応じて予熱します。 


Ki 調理する 

詳細については、各調理のページ 
(13-21 ぺージ）をご覧くださし、。 

み 

調理び終ったら、各ツマミを元に戻 
します。 


g プラグをコンセントか5巧く 


a 雜 。喘めてから、ぉ手入れ 

に2ページ参照） 

































































































































基本の使い方 


ワイヤーラックやトレイの取り出しかた(グリップの使いかた) 


調理後に、熱くなったワ 
イヤーラックやトレイを 
オーブンか5取り出すと 
をは、付属のグリップを 
使用して < ださい。 



• 4cm トレイ用ツメ 


• 2cm トレイ用ツメ 



* ラック用ツメ 


Q ワィヤーラック ） 

グ U ップの下のツメをワイ 
ヤーラックにかけ、手前に 
引さ出します。 



( 2 cm トレィ ） 

グ U ップを前に傾けて、グ 
U ップの中央のツメをトレイ 
の縁にはめ込み、トレイを取 
り出します。 



( 4 cm トレィ ） 

グ U ップを前に傾けて、グ 
U ップの上のツメをトレイの 
縁にはめ込み、トレイを取り 
出します。 



ピザス!ンじついて 

し 


付属のピヴスI-ーンは、！ 30ぴ C の高温で粘±を焼さ上げた 
ちので、温度変化に強く丈夫です。食材から出る水分や油分 
を程よく吸収し、パリツと焼さ上げます。 

※天然素材（粘±)のため、色び均一ではありませんび、品質には 
影響ありません。 

《少々傷や亀裂び入つていることびありますび、ご使用にはまった 
く問題ありません。 



A 使用上のを意 

•食 材は、ピヴストーンに直接置き、オイ 
ルなどは絶巧に使用しないでくださし、。 
•食 材をのせる前に、必ず調理温度でピ 
ヴストーンを予熱してください（オー 
ブンを予熱する際に、庫内にピヴス 
トーンをセツトします)。 

※使ラにつれて色び黒ずんでさますび、材質 
に影響はありません。 


お手入れのしかた 

♦表面に 付着した食物カスなどは、ヘラやナイ 
フで取り除さます。 

* 油巧れは、固く絞った濡れ布巾で拭さ取ります。 

* 頑固な巧れは、いったん才ーブンで加熱し、 
スポンジまたはブラシでこすります。 

その後、お湯で十分にすすざ、自然乾燥します。 
《詳しくは、「お手入れ」に2ページ）をご覧ください。 
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24 已に 


120分 



上段 


オイルプレート 


•X 2段調理には不向きです。 


上 ヒーター のみで焼く 


グリル調理 

肉や魚を香ばし<焼さ上げたり、焼さ目を付 
けたいグラタンなどに 



※フアンによる熱風巧流はありません。 


上下 ヒーターで 焼< 


オーブン調理 

野菜や魚などをしっとり仕上げたいとさに 



※フアンによる熱風対流はありまはん。 



上段 


※じんわり焼くとさ， 


每 たは ； 「 


下段 



《2段調理には不向さです。 


クイックガイド 

上下ヒーター+ファンで包み込む 
ように焼く 


コンべクシヨンオーブン調理 

肉、ピヴ、ケーキ、パンなど、中までしっか 
り、表面は力 U ッと仕上げたいとさに 

上 ヒーター 



フアン 


上段 


たみ 

下段 


たを) 

上段 


I 厂 


下段 




調 

理 


み 


温 

60 

〜 24已 。 C 

度 



夕 



•i 

7 

1 

〜120分 


※2段調理の際は、下段に 4 cm トレイは入りません。 


調理 


温度 


タイ7— 
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クイックガイド 


90〜160に 

(設定は 24 己でまで 
可能です） 


〜120分 


下段 


※吕段調理には不向さです。 



下ヒーターの みで焼く 

ス□- 

ベ_ク 


90〜160 ででじんわり焼いたり、 
角煮などの調理に 






下 ヒーター 

▲ ▲ ▲ 


※フアンによる熱風対流はありません。 

L 


巨 0 t ； + フアンで保温ずる 

保温 

事前にオーブン調理した料理を保温します。 

上 ヒーター 



\ 


ノ 


フアン 


下 ヒーター 




下段 


※吕〇分 LU 上保温する場合 
は、水分の蒸発を防ぐた 
め、アル=ホイルで料理 
を覆ってください D 


調 

理 


ご曰 

/nn 

度 

60に 

夕 

イ 

7 

1 

〜120分 


フアンのみで自然解凍 


解凍 

:令凍肉などの解凍に 



フアン 


※ヒーターは稼動しません。 


下段 


※熱風ではないので、電子 
レンジのよラに短時間で 
素早<行ラ解凍ではあり 
ません。 


調 





を 


理 




ご曰 

/nn 


推奨 

• 


度 

温度設定には連動せず、 
フアンだけび作動します。 

夕 




イ 

7 

1 


〜 120分 


調理温度タイマ— 
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コンべクシヨンオーブン調理 

肉、ピヴ、ケーキ、パンなど、中までしっかり、表面はカリツと仕上げたいお料理に適しています。 


華々田 ） 一》〔 



a プラグをコンセントに差し 
込む 


g 調理ツマミを国に合わせる 



ラックをセツトする 


調理に応じた位置に、ラックをセッ 
卜します。 （1] ページ参照） 

※ピヴを焼く場合は、ラックの上に 
直接ピヴストーンをのせて予熱し 
ふ9 0 

な ドアを閉じる 

必ずドア取っ手を持ち、ゆっくり 
と閉めて<ださい。手を離すとい 
さおいぶ < 閉じてしまい、ケガや 
故障の原因となります。 


g 温度ツマミで温度を設定する 



調理温度の位置に 
合わせます。 



タイマーで予熱時間を設定 
する 



r 予熱時間の目安」 
を参考に時間を設 
定してください。 


" 予熱時間の目ま ] 

1- 

1 日び C 設定： 4 - 
200 む設定： 6 - 
24 已む設定： 7 - 

-已分 

-7 分 

-9 分 


タイマーを設定すると、庫内なと 
ヴーモランプび点なし、加熱び始ま 
ります。 

ヴーモランプび消えたら、予熱完了 
です。 

a タイマーび「0」になるまで 
待つ、あるいはタイマーを「0」 
に戻ず 
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コンべクシヨンオーブン調理 


广 つ 

上下ヒーター+フアンによる熱風対流で、 


A プラスチック製などの熱に弱い容器は 
ZlA 使用しないで<ださい。発乂のおそれび 

包み込むように加熱します。 

一 一 


ぶ®、 あります。 

V . ノ 


>c 調理 ） •み C 調理終了 


Q 食材をセットし、ドアを 
閉じる 


合:が 




※温度調整のため、ヴーモランプび 
点むと消なを繰り返します。 


タイマーび「0」に戻ると、自動的にスイッ 
チび切れ、加熱び終了します。 



回 


食材を才 


ーブンか5取り出ず 


※やけどをしないよラに注意してく 
ださい。 


お手入れは、本体が冷めてか5行つ 
て < ださい。 

V_ J 


m 各ツマミを戻し、プラグを 
巧< 


おいしいピザの焼きかた\_ 

付属のピザスIンを使ラと、ご家庭でクリスピーなピザが楽しめます。 



ラックに直接ピザス 
I ンをのせて予熱 



ピザス I ンに 
直接ピザをのせて 
加熱 



最後に□(ス □— 
ベーク）でクリス 
ピー仕上げ 



予熱は調理温度で！ 


国(コンべクションオープン調理)で加熱 底面がパリツと仕上がります 
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オーブン調理 

しっとり仕上げたいお料理に適しています。 


華々田 ） 一》〔 



a プラグをコンセントに差し 
込む 


g 調理ツマミを□に含わせる 



ラックをセツトする 


調理に応じた位置に、ラックをセッ 
卜します。 （1] ページ参照） 


巧 ドアを閉じる 


必ずドア取っ手を持ち、ゆっくり 
と閉めて < ださい。手を離すとい 
さおいぶ < 閉じてしまい、ケガや 
故障の原因となります。 


g 温度ツマミで温度を設定する 



調理温度の位置に 
合わせます。 



タイマーで予熱時間を設定 
する 



r 予熱時間の目安」 
を参考に時間を設 
定してください。 


" 予熱時間の目ち^ 

1- 

160ご設定：已 。 
200む設定：日- 
24已ご設定： 8 - 

-日分 

-7分 

-日分 


タイマーを設定すると、庫内なと 
ヴーモランプび点なし、加熱び始ま 
ります。 

み 

ヴーモランプび消えたら、予熱完了 


です。 

a タイマーび「0」になるまで 
待つ、あるいはタイマーを「0」 
に戻ず 


15 




























才ーブン調理 


上下ヒーターで加熱します。 


A プラスチック製などの熱に弱い容器は 
^使用しないで<ださい。発乂のおそれび 

※フアンによる熱風対流はありません。 

一 一 


あります。 

V . ノ 


>c 調理 ） •み C 調理終了 


Q 食材をセットし、ドアを 
閉じる 


食材 



a タイマーで調理時間を設定 
する 



※温度調整のため、ヴーモランプび 
点むと消なを繰り返します。 


タイマーび「0」に戻ると、自動的にスイッ 
チび切れ、加熱び終了します。 



jgj 食材をオープンか!3取り出す 

※やけどをしないよラに注意してく 
ださい。 

お手入れは、本体が冷めてから行つ 
て < ださい。 


rrt 各ツマミを戻し、プラグを 

UI 巧く 
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グリル調理 

肉や魚を香ばしく焼さ上げたり、焼さ目を付けたいとさに。 

C 準備 ）••>( そ 熱 


a プラグをコンセントに差し 
込む 


g 調理ツマミをご!に合わせる 



ラックをセットする 



調理に応じた位置に、ラックをセッ 
卜します。 （1] ページ参照） 

な ドアを閉じる 

必ずドア取っ手を持ち、ゆっくり 
と閉めて< ださい。手を離すとい 
さおいぶ < 閉じてしまい、ケガや 
故障の原因となります。 


a 温度ツマミで24己でに設定 
する 



245° C の位置に 
合わせます。 


Q タイマーで予熱時間を10分 
に設定ずる 





に0」と「0」の間 
のり （10 分）に 
設定します。 


タイマーを設定すると、庫内なと 
ヴーモランプび点なし、加熱び始ま 


ります。 


み 

ヴーモランプび消えたら、予熱完了 


です。 


0 タイマーび「0」になるまで 
待つ、あるいはタイマーを「0」 
に戻す 
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上ヒーターのみで加熱します。 
※ファンによる熱風対流はありません。 


A プラスチック製などの熱に弱い容器は 
. 使用しないで<ださい。発乂のおそれび 
>±‘胃、あります。 


調 理 


)••>( 


調理終了 




食材をセツトする 


食材 



上段 


オイルプレー! -^ 


2 cm トレイ 
の上にオイル 
プレートを置 
さ、その上に 
食材を直接置 
さます。 


〔ワイヤー ラックに食材を直接のせる場合) 



※調理中、食材から出る脂を受ける 
ため、コップ2杯分の水を入れ 
た 4 cm トレイを下に置さます。 


※容器に入った食材を調理するとさ 
は、水を入れたトレイは不要です。 


回 ドアを閉じる 

必ずドア取っ手を持ち、ゆっくり 
と閉めて<ださい。手を離すとい 
さおいよ<閉じてしまい、ケガや 
故障の原因となります。 



タイマーび「0」に戻ると、自動的にスイッ 
チび切れ、加熱び終了します。 



Q ] 食材をオープンか5取り出す 

※やけどをしないよラにま意して< 
ださい。 


お手入れは、本体が冷めてか5行つ 
て < ださい。 

\_ J 


rcl 各ツマミを戻し、プラグを 
巧く 
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スロ—ベ—ク調理 


r 下ヒーターのみで加熱します。 っ 

し※ ファンによる熱風対流はありません。 


日〇〜160ででゆっくりと熱を通すお料理に適しています。ピザやパイのクリスピー仕上げにも。 


華々田 ） 




プラグをコンセントに差し 
込む 




ラックをセットし、食材をの 
せて、ドアを閉じる 


团 


タイマーで調理時間を設定 



※温度調整のため、ヴーモランプび 
点なと消なを繰り返します。 

ふ 

調理終了 ） 


食材 



調理に応じた位置にラックをセット 
し、食材をのせます。 （1 1ページ参照) 


※ピヴを焼く場合は、ラックの上に 
直接ピヴストーンをのせます。 



温度ツマミで温度を設定する 



調理温度の 
位置に合わ 
せます 


タイマーび「0」に戻ると、自動的にスイッ 
チび切れ、加熱び終了します。 




食材をオーブンか5取り出ず 

※やけどをしないよラに注意してく 
ださい。 


お手入れは、本体が冷めてか5行つ 
て < ださい。 

V_ ) 


0 各ツマミを戻し、プラグを 
巧< 


を意 プラスチック製などの熱に弱い容器は使用しないでください。発乂のおそれびあります。 
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ス□-ベーク調理/保湿 


保温 


^ 上下 ヒーター+ フアンにより r 
^庫内を一定温度に保ちます。 ^ 


庫内を約60でに保ちます。溶かしバターを作るとさに便利です。 



準 備 




調 理 




プラグをコンセントに差し 
込む 



日 


タイマーで調理時間を設定 



※温度調整のため、ヴーモランプび 
点なと消なを繰り返します。 




ラックをセットし、食材をの 
せて、ドアを閉じる 



調理終了 




調理に応じた位置にラックをセット 
し、食材をのせます。 （1 1ページ参照) 


因 


温度ツマミで目 o ° c に設定 



60° C の位置に 
合わせまず。 


タイマーび「0」に戻ると、自動的にスイッ 
チび切れ、加熱び終了します。 



因 食材をオーブンか5取り出ず 

※やけどをしないよラに注意して< 
ださい。 


お手入れは、本体が冷めてから行つ 
て < ださい。 


0 各ツマミを戻し、プラグを 
巧< 




ま意 プラスチック製などの熱に弱い容器は使用しないでください。発火のおそれびあります。 
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フアンのみで「自然解凍」します。※上下ヒーターはオフになります。 


華々田 ） 


調 理 



a プラグをコンセントに差し 
込む 

g 調理ツマミをのに合わせる 



a ラックをセットし、食ネオをの 
せて、ドアを閉じる 



a 温度ツマミを「 • 」に設定 
する（推奨） 



「 • 」の位置に 
合わせまず。 


※調理ツマ三で解凍を選んだ場合に 
は、温度設定に関係なく、フアン 
のみび作動します。 


日 祭-で調麵觸定 




調理終了 



タイマーび「0」に戻ると、自動的にスイッ 
チび切れ、フアンび止まります。 



a 

a 


食材をオーブンか5取り出ず 

各ツマミを戻し、プラグを 
巧ぐ 


解凍時間の目安 


肉1 k 呂：約90分 































解ま/お手又れ 


おす入れ 

使用後は、必ずお手入れして<ださい。油がたまったり、悪臭が出るのを防ざます。 


A •お手入れ/庫内なの交換は、必ずプラグをコンセントから抜さ、本体び;令えてから行ってください。 
ミち意 •本体（庫喊および電源コード/プラグは、水に浸けたり、か洗いしないでください。 


水洗いできます 


/ 

トレイ、ラック、くず到す、オイルプレート 

ピザス ト_ン ^ 

台所用食器巧洗剤とスポンジで 

ピヴス1ンは、しばらく使つ み^ 


ていると色び黒ずんでさまずび、 ( /ふ 1 
材質に影響はありません。 V み‘;^、^ --) 

♦油巧れ•食物カスは、固く絞つ ^ / 

た濡れ巧巾でなさ取0ます。 

♦焦げた場合は、なの手順でをれいにして<ださい。 


①付着した食物カスを金属製のヘラなどで剥びす。 

③ラックにのせ、才ーブンで加熱に 20 °C で約已分）ずる。 

V 

③お湯で十分にすすいだ後、乾燥する。 

J 


水洗いできません 


ドアおよびオーブンが側 
通気用スリットに、水やミ先剤をこぼさないでくだ 
さい。 

•油ミちれや食物カスは、固く絞った;'需れ布巾でな 
さ取りまず。 

•落ちにくいミちれは台所用食器用洗剤ちしくは重 
曹を少しつけた巧でなさ取り、その後、固く絞つ 
た濡れ巧さんでなを取0まず。 



庫内I打の交換 

庫内な（白熱ランプ：1已 W ) び切れたら、早めに同夕 
イプのもの（《）とお取り替えください。 



白熱ランプ 

白熱ランプはガラス 
カバー内にあり、どち 
らち反時計回りに回 
0 ずと取り外せまず。 

ガラス カバー 

①白熱ランプを反時計回りに回して取り外しまず。 

③新しい白熱ランプを取り付け、ガラスカバーを元に 
扶します。 


《白熱ランプは特殊な耐熱性のちのを使用していま 
す。おホめは、当社サービスセンター （26 ページ参 
照）までお問い合わせください。 


才ーブン庫内（くず受けを付けた：!犬態でお手入れしてください） 


庫内壁は、エナメル加工び施してありますので、傷を付けないよラにしてください。 


•庫内の油ミちれや食物カスは、固く絞った濡れ布巾で拭を取りまず。 

] 


•油びたまった場合は、固く絞ったスポンジで拭き取った後、20分ほど 

い 


空焼き （2 ページ参照）します。庫内び;ちえさる前に再度湿ったスポンジ i 


でなを取ってください。 ^ 


《オーブン庫内のお手入れび終わったら、くず受けを外し、台所巧食器用 


洗剤で洗った後、よ<乾かしてから元に戻しておさまず。 

V 

<ず受け 

J 
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使いこなしのポイント 


上手にひと工夫 


同じオーブンでち若干の個体差びあります。 

レシピどおりの調理温度と時間で作ったのに、生焼けだったり、焼けすざたりす 
ることびあります。そんなとをは、似下のことをお試しください。 


•調理 温度で調節ずる （調理時間はそのままで） • トレイの向を（前後•左ち）を変える 



予熱のコツ 


予熱しないと加熱時間び長くなり、料理の仕上びりび悪くなってしまいます。 
料理によっては、予熱温度を調理温度より高く設定しておくのもポイントです。 


•肉の □-ストのとを 

最高温度の24ド C に予熱したオーブンに入 
れてから、調理温度に設定してじっくり焼 
くと、まわりび香ばしく、中びジューシー 
に仕上びります。 



•生地を をやしてか!5焼くパイや、型に 
入れたタルト、ココットを一度に数個 
焼くとを 

をたい型を入れると庫内の温度び下びるた 
め、24已°巳に予熱したオーブンに入れてか 
日、調理温度に設定します。 


•グラタン のとを 
陶器製のグラタン皿を使ラ場合： 

調理温度より30で 
高い温度で予熱し、 

オーブンに入れて 
から調理温度に設 
定します。 

+ 3ぴ C で予熱 

•金属製の グラタン皿や鍋を直接入れて 
調理する場合： 

直火で器や鍋を熱くしてから、オーブンに 
入れます。 



/ 扉の開け閉めは手際よく！ \ 

、、 せっかく温まった庫内が : 

、、 ぶえてしまいます。 

> 一 一-ク 
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使いこなしのポイント 


オーブンを使ラコツをラまくつかんで、 
毎曰のお料理に役立てましよラ。 


温め直しのコツ 


ピヴやパイ、キッシュ、パンなどをオーブンで温め直すとさは、こんな工夫をす 
るだけで、水っぽくならずに仕上びります。 

•あ！ 5かじめトレイを熱々にしておく 

:令たいトレイにのせると、生地び水っぽく仕上びってし 
まいます。 

•バケッ トなど、比較的水分の少ないパンを温める 
とを 

紙袋に入れ、袋の表面をさっと水で';需らしてからオーブ 
ンに入れると、表面は力 U ッ、中はふんわりと温まります。 

※その際、紙袋び上下ヒーターに接しないよラにま意し 
て < ださい。 

ソ 



こんな使いちも！ 


心 


オーブンは、「焼く」だけでなく、こんな使いかたちでをます 

•メインの 肉や魚の脇に付け合せの野菜を置いて、 

メインと副菜を同時に調理 

•トレイ やワイヤーラックの端にパンを置いて、一 
緒に温める 

さ6に、60での保温機能は、こんなことにも便 
利に利用できます。 

•固い バターや蜡蜜をやわ5かくする 
•湿った ナッツや固まった自然塩を乾燥ずる 
•お 血を温める 



固いバターや蜂蜜を柔日かくずる 
とをにち便利！ 


A お手入れは庫内が温かいうちに I - 

庫内はミちれが付さにくい加工び施されていますので、 
庫内が温かいラちなら、請れ布巾などで拭くだけで 
されいになります。 


本体び熱いラちは、絶巧に手をふれないでください。^ 



V 
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が障かな？と思ったら 

修理に出される前に、必ずお読み<ださい。 

下記のよラな状態/場合は故障ではありませんので、修理に出される前に、ちラー度お調べ 
ください。それでち正常に機能しない場合は、お求めの販売店または当社サービスセンター 
(2 巨ページ参照）までお問い合わせの上、修理を依頼してください。 



状態 

考えられる原因/対処のしかた 

① 

調理中、サーモランプが点いたり消 
えた0ずる 

調理中は、設定した調 S 温度を維持するために、サーモスタットび稼 
動します。そのため、サーモランプび点灯•消灯を繰り返します。 

これは、異常ではありません。 

⑨ 

才ーブン調理で、食材のが側び焦 
げ、中まで义び通5ない 

調理温度の設定び高すざる場合に起こります。調理温度を1〇〜20 
で下げ、調理時間をかし長めにしてください。 

③ 

タイマーに誤差び生じる 

タイマーはゼンマイ式ですので、数分の誤差び生じる場合びあります。 

④ 

ピザス!ンにピザをのせて調理し 
てもうまく焼けず、底びクリスピー 
に仕上び5ない 

ピヴス1-ーンを予熱しましたか？仕上びりを良いをのにするために、 
ピヴストーンは、必ず調 S 温度で予熱してください。オーフンを予熱 
する際は、庫内にラックをセットし、その上に空のピヴス1ンをセット 
します。ピヴス1 -- ンび温まるまでには、少し時間びかかります。1已分 
じ(上の予熱をおすすめします。 

⑥ 

連続してパンを! — ストずると、同じ 
タイマー(焼き目）設定なのに、後か 
5焼いたパンが焦げた 

連続して!-ーストすると、庫内び温まっているため、後から焼いたパン 
のちび焼き目び濃くなることびあります。連続して卜ーストするとをは、 

2回目から調理時間(焼き時勵をかし短くしてください。 


この製品は欧州 RoHS 指をに適合した製品です。 

欧州 R 0 HS 指ちとは、情気•電子機器の特定有害物質の使巧制限」を規定した欧州連合 (E U) による指ちでず。 

この製品は、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、六価ク□ム化合物、カド S ウム及びその 
化合物、ポ U ブ□モビフエニル （ PBB )、 ポ U ブ□モジフエニルエーテル ( PBDE ) の含有率び、 

いずれち含有率基準値じ(下であり、環境に配慮して製造されました。 RoHS 


仕様 


製品名称/型式番号 

デ□ンギスフオルナトゥットコンべクシヨンオーフン/ EO 1490 J 

1 

電圧/周波数 

AC ] 00 V /已 0/60 HZ 

消費電力 

1400 W 

がお寸法 

巾屋480 X 奥手了3目0 X 局さ24日 mm 

庫内有効寸法 

幅 3] ox 奥行 3] ox 高さ] 30 (上下ヒーター間 ） mm 

庫内容 量 

14 L 

質 量 

7 kg (本体のみ） 

タイマー（ゼンマイ式） 

最長：約] 2日分 

庫 内 な 

白熱ランプ （1 己 W ) 

付属品 

\ 

トレイ X 2 (深さ 2 cm 、4 cm ) 、ワイヤーラック x 2、 オイルプレート、 

グリップ、ピヴス1-ーン、レシピフック 
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故障かな？と思った 5/ アフターヴービスについて 


アフターサービスについて 


1) 使用中に 異常 （★) び生じた場合 は、ただちに電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。 
その後、おまめの販売店またはデ□ンギ•ジャパンサービスセンター（下記参照）にご相談ください。 

, - 〈ALU 下のような場合には、点検および修理び必要でず〉-^ 

•使用中、電源コードおよび電源プラグ、コン•電源コード、電源プラグび変形/破損している 
セントび異萬に熱くなる -本体に強い衝撃を与えた 

-本体の機器内部に水などの液体をこぼした -取扱説日月書どおりに使用しているのに、正常に機能しない 


2) 万一、故障/損傷した場合は、保証書に記載されている販売店に 1.お求め時期2.製品名称と型式ま号 
3.故障の状況 ——を連絡のラえ、修理を依頼して く ださい。 

※宅配便等を利用して当社サービスセンター（下記参照）に直送される場合は、必ず 故障の状況を記した 
メモを同封 <ださるよラお願いいたします。 

※お送り先については、事前にお電話、あるいはホームページ（下記参照）にてご確認ください。 

3) 保証期間中 （1 年）は、保証書に記載されているをのについては、無料で修理いたします。ただし、安 
全上および使用上のを意を無視しての故障、規格がに改造をしたをのは、その限りではありません。また、 
保証期間び過ざたをのについては、有料で修理いたします。 

4) 補修用性能部品の保有期間について 

当社では、このオーブンの 補修用性能部品について、最終輸入曰を起点に已年間保有しております。 
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


己)まごころ点検のおすすめ：長い期間ご使用いただくために、専門技術ちによる点検-整備を実施し 

ております。点検の依頼のち法、料金などにつさましては、当社サー 
ビスセンターまでお問い合わせ<ださい。 

※下の枠内に、ご購入年月曰を記入してください。点検の目安になります。 


ご購入年月日： 年月日 




6) デ□ンギ再資源化システムについて 

ご不用になった製品は、下記の要領に従い、当社サービスセンターまでお送りくだ 
さい。素材ごとに分別し、再資源化いたします。 

送料について： 再資源化の費用は当社び負担いたしますび、 送料はお客様のご負担 
(元払い） となります。予めご了承ください。 

捆包について ：製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱びない 
場合は、段ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんでください。 

※外箱または送り状に、必ず r 再資源化」と明記してください。 




し U 上、アフターサービスについてご不明の点びございましたら、お求めの販売店または当社サービスセン 
ターまでお問い合わせ<ださい。 


デ□ンギ • ジャパンヴー ビス センター ► (受付時間±、日、ネ兄曰を除く毎日9:30〜 17:00) 


コレセンタ— Tel .0120-804-280/ Fax .04 己-4己 0-3291 


干221 -0022 神奈 J I 腸横ミ兵市神奈 J 11区守屋町 3-9 安田倉庫( ㈱ 內4号ビル 

f ホームページでのお問い合わせ （ URL ) http://support.delonghi.co.Jp i 

V. _/ 

V_ J 
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